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単身移住者座談会



浜田移住のリアル：よそ者が語る

移住者たちのリアルな対話から紐解く、

島根県浜田市の暮らしのホント。

「いいことばかり
じゃない。
でも、ここが好き。」



移住者座談会　メンバー紹介

鎌仲 石塚
（カフェスタッフ）

西山
（地域おこし協力隊）

カフェ上のアパート

(1K)

市役所職員 市役所職員

(公務員)



なぜ浜田へ？それぞれの「引力」

「紹介してもら

った職場が山の

中の学校(江津市)

だった」

独自の教育環境

水平線と海

「岡山の瀬戸内に
はない、水平線に
沈む夕日がずっと
見たかった。」

人との縁

「大学のゼミで地域の
人と関わり、ここに残
りたいと思った。」
「友達に誘われてカフ
ェで働くことに。」



田舎＝家賃が安い、の罠

¥0

【期待】
島根なら家賃は
格安のはず・・・

【現実】
1K/1Rアパート(市街地)が
45,000円〜61,000円/月。
都会の移住者も鬬慮。

なぜ高いのか？

山が多く、平たい土地がない。開発可能な土地が限られているため、
インフラ周辺の物件数が少なく需要が集中する。



移動の現実：車なしでは生きられない

広島 / 出雲

「買い物は広島か出雲へ」

ユニクロやニトリ、娛楽を

求めて高速路道で片道2時

間のドライブ。

「バスは1時間に1本程度」

車は完全なる必需インフラ。 近所のスーパー / 職場

浜田

(Hamada)

移住の第一歩は

車の確保から。

東京 / 北海道

　「長距離移動」

東京まで萩石見空港から飛行

機で1時間30分。

北海道への帰省では広島と東

京を経由して丸1日かかる疲

労ルート。



ライフスタイルと支出の反転

娛楽費：「お金を使う場所がな

い」大型モールはなし、飲み屋

は店舗数少なく早めの閉店。

食費：

地域の市場では安くて新鮮な

野菜や、イノシシ・鹿肉（ジ

ビエ）が手に入る。しかしス

ーパーの価格は安くはない。

減るコスト

増えるコスト

移動費：ガソリン代、車の維

持、広島への往復高速代等

冬の光熱費：

山側エリアは雪が積もる。古い

家屋は北海道より断熱性が低

く、「隙間風が痛い」。暖房費が

高騰する。



自然の表と裏：絶景とサバイバル

癒やし
(The Light) ゆうひパークや9号

線バイパスから見

る息を呑む夕日。

国府・畳ヶ浦のカフ

ェから見渡す美しい

オーシャンビュー。

県立大学付近

の

桜並木。

脅威
(The Dark)

～お気に入りの場所を紹介～

巨大ムカデの恐怖：

「寝ていたら天井から落

ちてきた。」湿気と共に

現れる招かれざる客。

冬の雪道：「雪道は

ブレーキを踏むな！」と

教えられる、未除雪の田

舍道の凍結サバイバル。



地元の温泉(金城・旭地域)
浴場の世間話から、地元コミ
ュニティへ自然に混ざる。

カフェ・居酒屋・交流スペース
が移住者と地域を繋ぐ場所とな
る。

地域に溶け込む3つのステップ

ステップ1：入り口
（浅い繋がり）

あそぶ広報
国が支援する2週間のトライ
アル。現地ツアーも1日組み
込まれ、浜田の魅了を知る第
一歩。

ステップ2：偶発的交流
（日常の繋がり）

ステップ3：深い没入
（文化の共有）

石見神楽（いわみかぐら）
地元の神楽社中に加入。
「誰でも受け入れてくれる」懐
の深さがあり、世代を超えた強
固な絆を最速で構築できる。

単身移住者の多くは社
宅やアパートに住むた
め、町内会との接点が
なく孤立しやすい。



浜田移住・適性診断マトリクス

能動的
(Proactive)

社
会
へ
の
ア
プ
ロ
I
チ

受動的
(Passive)

都市的
(Urban) 求める利便性

自然重視
(Nature)

【橋渡し役】

駅近くに住みつつ、地元のカフ
ェでコミュニティを築く。週末
は広島までドライブして都会の
刺激も取り入れるバランス型。

【苦戦必至】

格安家賃を期待し、車の運転
や虫が嫌い。誰かが誘ってく
れるのを待つタイプは、移動
と孤立の壁に直面する。

【大活躍・最適層】

海岸線のドライブを愛し、ジビエ
肉を楽しみ、石見神楽や地元の温
泉文化に飛び込んでいく。浜田の
魅力を最大限に享受できる。

【静かなサバイバー】

孤独を愛し、自炊を楽しみ、
寒さや不便さを気にしない。
山の暮らしに静かに溶け込む

ことができる。



移住はゴールではなく、

新しい日常の始まり。

絶景の夕日の裏には、様々な不便さもあります。
浜田は決して作られたユートピアではありません。

リアルな不便さも含めて、この土地と関わる意志のある人を待っています。

浜田のリアルを体験する：【あそぶ広報】お試し移住プログラム受付中
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